












　企業が採用に当たり、応募者の本籍や生活状況などを調査することは、応
募者の適性・能力に関係のない事項を把握することになります。また、その
情報には、真偽が不明なものや無責任な風評・予断・偏見が入り込んでいる
ことが少なくありません。







　厚生労働省は、本人の適性や能力に関係のない事項によって採否が決定さ
れないように事業主への周知・啓発を行っています。


